
令和７年度	微生物学教科担当教員会議	議事録	

日時：令和８年３月２７日（金）11:50～12:50	

場所：第 24 会場（関西大学第 4 学舎 2 号館 2 階 2201）	

	

はじめに、Yan	Yu 博士（Washington	University	in	St.	Louis）による教育講演	“The	Two-
Faced	Solution	to	Bacterial	Infection”	が行われた。	

	

議事	

1．令和８年度微生物学教科担当教員会議世話人及び事務局について	

広島大学医学系研究科（薬）	黒田照夫	教授より説明があり、承認された。また、黒田
教授が引き続き世話人代表を務めることとなった。	

2．教科担当教員中央会議について	

資料に基づき、広島大学医学系研究科（薬）の黒田照夫	教授より報告があった。	

3．微生物シンポジウムについて	

愛知学院大学	河村好章	教授より微生物シンポジウムについて説明があった。	
	
続いて、大阪大学産業科学研究所	西野邦彦	教授より、資料に基づき令和７年度第 37 回
微生物シンポジウム開催報告を行った。	
	
次に、東京理科大学薬学部	野口耕司	教授より、資料に基づき令和８年度第 38 回微生物
シンポジウム開催案内があった。	
	
さらに、明治薬科大学	森田雄二	教授より、令和９年度第 39 回微生物シンポジウム開催
予定について説明があった。	

4．生物系薬学部会冠付きシンポジウムについて	

愛知学院大学	河村好章	教授よりより、生物系薬学部会冠付きシンポジウムの実行状況
と今後の予定について説明があった。	
	
加えて、若手研究者活性化に関する案について提案があった。	

5．教育に関して	



帝京大学	薬学部	山口真二	教授より報告があった（特記事項なし）。	

6．研究に関して	

岡山大学	薬学部	垣内力		教授より報告があった（特記事項なし）。	

7．共用試験に関して	

広島国際大学	薬学部	山中浩泰	教授より報告があった。	

8．その他	

次回の日本薬学会第 147 年会における微生物学教科担当教員会議の事務局について、東
京薬科大学	中南秀将	教授にお引き受けいただいた旨、報告があった。	

	

以上	


